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＜教育理念＞ 

バイオサイエンスコースでは、生命科学を基盤として、「食や健康」、「生命と環境」に関わる

諸問題を解決する人材を育成するために、広範なバイオサイエンスの領域にわたる高度専門教育を行

います。 

 

 

＜教育目標＞ 

本コースは、遺伝子やタンパク質等の生体物質の構造や機能、微生物や動物細胞などの生物機能

を探求する生命科学の知識、及びその機能を産業に応用するための生命工学の技術を修得し、食品、

医薬、医療、及び環境などに関係するバイオ産業において活躍できる高度専門職業人を養成します。 

 

 

＜教育方法＞ 

大学院での各種講義・演習による教育に加えて、配属された研究室での演習、文献調査、修士論

文のための実験・研究が主な教育内容となっています。大学院生は研究分野を選択し、その研究分野

の知識・技術を修得するための学習をしながら修士論文の研究テーマを決定します。指導教員は大学

院生に研究の遂行に必要な指導を行います。大学院生は研究テーマに関する文献調査、実験計画を立

案し、実験を実施します。研究の進展にともない生じる各種の課題を指導教員と相談しながら解決

し、研究成果を学会発表などで発表してプレゼンテーション能力等を身につけていきながら、修士論

文を完成させます。このプロセスを通して、大学院生は技術者・研究者として必要な専門知識と技術

を修得します。 

 

 

＜評価方法＞ 

各授業科目の成績評価は、シラバスに記載した評価基準に従って評価します。修士論文の成績は、

主査・副査による論文審査に加え、中間発表と最終発表の内容をもとに評価します。 

 
   

バイオサイエンスコース 
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＜教育理念＞ 

人類にとって必須な「食物生産」という課題を総合的に解決する人材を育成するために、包括的

で実践的な内容の高度専門教育を行います。 

 

 

＜教育目標＞ 

付加価値が高く持続的な食物生産のあり方を、ワインなどをモデルとしながら科学的に探求し、

食品産業を原料生産、加工・販売、安全から経営まで、多面的に見渡すことができる高度専門職業人

を養成します。 

 

 

＜教育方法＞ 

各種講義・演習による教育に加えて、配属された研究室での演習、文献調査、修士論文ための実

験・研究が主な教育内容となっています。大学院生は研究分野を選択し、その研究分野の知識・技術

を修得するための学習をしながら修士論文の研究テーマを決定します。指導教員は大学院生に研究の

遂行に必要な指導を行います。大学院生は研究テーマに関する文献調査、実験計画を立案し、実験を

実施します。研究の進展にともない生じる各種の課題を指導教員と相談しながら解決し、研究成果を

学会発表などで発表してプレゼンテーション能力等を身につけていきながら、修士論文を完成させま

す。このプロセスを通して、大学院生は技術者・研究者として必要な専門知識と技術を修得します。 

 

 

＜評価方法＞ 

各授業科目の成績評価は、シラバスに記載した評価基準に従って評価します。修士論文の成績は、

主査・副査による論文審査に加え、中間発表と最終発表の内容をもとに評価します。 

   

食物・ワイン科学コース 
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＜教育理念＞ 

地域環境マネジメントコースでは、持続的な食料の生産と供給に関わる地域環境の保全・管理

と、それを支える地域社会の基盤形成やマネジメントに関する専門知識と技能の修得を目指した自然

科学と社会科学の文理融合的アプローチによる高度専門教育を行います。 

 

 

＜教育目標＞ 

 教育理念を達成するために、次の教育目標に向けた人材育成に取り組みます。 

１．人間活動が自然環境や地域に与える影響を自然科学的手法により評価するための高度な専門知識

と技能及び問題解決のための応用力の修得 

２．社会科学の視点から企業活動や公共政策などを捉え、自然と人間との共生や地域の持続的発展を

実現していくための、適切かつ具体的な「解」を提言する能力の修得 

３．自然科学及び社会科学の素養と高度な応用能力を身につけ、文理融合ならびに産官学民連携を通

じた分野横断的手法による課題解決や政策・企画の立案に貢献する能力の修得 

４．高度専門職業人あるいは研究者としての高い倫理意識の涵養とグローバルコミュニケーション能

力の修得 

 

 

＜教育方法＞ 

 教育目標に掲げた人材育成を行うため、自然科学と社会科学の文理融合の教育課程を編成していま

す。特に、学部教育で培った専門基礎知識や技能をさらに深化させるための「専門科目」として、講

義のほかに、実験・実習やゼミ形式の演習、フィールドワークを取り入れた実践科目を開講していま

す。これによって、知識の修得に加え、課題を発見し解決するための実現力と応用力の修得を目指し

ます。 

「専門科目」には、環境科学や数理科学の手法を用いた環境影響評価技術を修得するための自然科学

系科目群である「環境共生圏科目群」、地域の課題解決や持続的発展に不可欠な社会科学的知識を修

得するための「地域社会科目群」、山岳生態系の保全と持続的管理に不可欠な高度な専門知識を習得

するための「山岳科学特別教育プログラム科目群」を設けています。学生は、これらの科目群から自

分の専門分野に応じて主履修科目群と副履修科目群を選択し、それぞれから所定の単位を修得しま

す。このように、２つの科目群を同時に履修することによって、専門分野における高度な知識や技能

を修得するとともに、個々の専門分野にとらわれない幅広い視野と柔軟な思考能力を培うことができ

ます。 

 大学院での各種講義・演習による教育に加え、配属された研究室において、学位論文の研究を遂行

する上で必要な研究能力を高め、高度専門職業人として地域社会や環境、食品、情報に関する産業及

び研究分野において活躍するために必要な高度で先端的な学識と専門性を修得します。 

 

 

＜評価方法＞ 

各授業科目の成績評価は、シラバスに記載した評価基準に従って評価します。修士論文の成績は、

主査・副査による論文審査に加え、中間発表と最終発表の内容をもとに評価します。 

 

 

 

 

地域環境マネジメントコース 
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＜教育理念＞ 

山岳科学特別教育プログラムは、地域環境マネジメントコースに設置している山岳科学を学ぶこ

とに特化した教育プログラム（修士課程）です。中部山岳域にフィールド研究教育拠点を有する４大

学（山梨大学、筑波大学、信州大学、静岡大学）が連携し、理学、農学、工学分野に跨る多様な講師

陣による講義とフィールドステーション等での実習・研究活動を通じて、山岳域の諸問題を解決でき

る人材の育成を目指します。 

 

 

＜教育方法＞ 

山岳生態系の保全と持続的管理に不可欠な高度な専門知識を習得するための教育プログラムを編

成しています。地域環境マネジメントコースの履修規程に従い、主履修科目群として「山岳科学特別

教育プログラム科目群」を履修します。さらに、大学院共通科目、專攻共通科目、コース科目（副履

修科目群）の単位修得と修士論文の審査を経て、修士（学術）の学位を取得します。 

「山岳科学特別教育プログラム科目群」では、山岳環境の保全と管理に不可欠な幅広い教養と高

度な専門性を身につけられるよう、専門基礎科目、生物圏科目、地球圏科目、人間圏科目からなる学

際的なカリキュラムを用意しています。さらに、本科目群では４大学の講師陣が開講している豊富な

連携科目（講義やフィールド実習）をオンラインや対面方式で履修し、単位を修得することが可能で

す。修士論文では、山岳科学に関する研究課題に取り組み、その成果を連携大学と合同で開催する山

岳科学学術集会で発表します。  

 

 

＜評価方法＞ 

各授業科目の成績評価は、シラバスに記載した評価基準に従って評価します。修士論文の成績は、

主査・副査による論文審査に加え、中間発表と最終発表の内容をもとに評価します。論文審査委員に

は、連携大学の教員を含めることが可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山岳科学特別教育プログラム 
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＜教育理念＞ 

胚培養士養成特別教育プログラムは、バイオサイエンスコースに設置している生殖補助医療を学

ぶことに特化した教育プログラム（修士課程）です。医学部産婦人科と連携し、理学、農学、医学分

野に跨る多様な講師陣による講義および臨床等での実習・研究活動を通じて、不妊治療に関わる胚培

養士の人材の育成を目指します。 

 

 

＜教育方法＞ 

不妊治療に関わる高度な専門知識を習得するための教育プログラムを編成しています。バイオサ

イエンスコースの履修規程に従い、主履修科目群として「胚培養士養成特別教育プログラム科目群」

を履修します。さらに、大学院共通科目、專攻共通科目、コース科目（副履修科目群）の単位修得と

修士論文の審査を経て、修士（農学）の学位を取得します。 

「胚培養士養成特別教育プログラム科目群」では、不妊治療に関わる胚培養士として活躍する上

で不可欠な幅広い教養と高度な専門性を身につけられるよう、知識と実技に関わるカリキュラムを用

意しています。さらに、本科目群では医学部産婦人科ならび胚培養士および遺伝カウンセラーと連携

して不妊治療の臨床を学べる豊富な科目を履修し、単位を修得します。修士論文では、胚培養士とし

て求められる深い胚の理解につながる研究課題に取り組みます。  

 

 

＜評価方法＞ 

各授業科目の成績評価は、シラバスに記載した評価基準に従って評価します。修士論文の成績は、

主査・副査による論文審査に加え、中間発表と最終発表の内容をもとに評価します。 

 

胚培養士養成特別教育プログラムのコンセプト 


